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Ⅰ．はじめに（または「緒言」等） 

日本食品標準成分表 2010（以下：食品成分表）には、

18 食品群の合計 1878 種類の食品が収載されており

（表 1）、それぞれ可食部 100 g 当たりの栄養成分の

含量が示されている（表 2）。 

食品成分表は、学校や病院給食等の給食管理、食事

制限、治療食等の栄養指導面はもとより、国民の栄

養・健康への関心の高まりとともに、一般家庭にお

ける日常生活面でも利用されており、また、国民健

康栄養調査の実施、食料需給表の策定等の行政面や教育・研究面でも広く活用されている 1)。 

食文化や食習慣は地域ごとに多様であるため、特定の地域において、生産され流通している食品

（以下：地域伝統食品）があり、これらの多くは食品成分表に未掲載である 2)。 

 

表 2 食品成分表 2010（一部抜粋） 

食品名 
エネルギー 

(kcal) 

たんぱく質 (g) 脂質 

(g) 

炭水化物 

(g) 

食物繊維 

(g) 

食塩相当量 

(g) 従来法 アミノ酸組成 

木綿豆腐 72 6.6 6.2 4.2 1.6 0.4 0 

 

Ⅱ．目的 

青森県の地域伝統食品の栄養成分をデータベース化し、県内の管理栄養士、栄養士が広く利用で

きる環境を構築することで、青森県民の健康増進に寄与することを目的とする。 

 

Ⅲ．研究方法（または「研究の経過」等）． 

１）青森県内の地域伝統食品に関する調査（H26 年度） 

青森県栄養士会（医療・福祉事業部）を通して、青森地区、弘前地区、八戸地区、五所川原

地区、むつ地区、上十三地区の管理栄養士、栄養士からメールにて地域伝統食品に関する情

報提供を頂いた。 
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２）地域伝統食品の栄養成分分析（H26 年度）（H27 年度） 

特定給食施設が保健所へ提出する栄養管理書への記載が必須である栄養素（14 種類）は委託

分析とし、アミノ酸分析（18 種類）は学内にて高速液体クロマトグラフィ（HPLC）を用い

て分析する。 

３）地域伝統食品のデータベースの構築（H27 年度） 

青森県栄養士会の HP を通じてデータベースを広く公開することを計画中である。 

 

Ⅳ．結果（または「成果」等） 

１）青森県内の地域伝統食品に関する調査 

青森県栄養士会に所属する管理栄養士・栄養士から情報提供を頂き、68 種類の地域伝統食品

を明らかとした。 

２）地域伝統食品の栄養成分分析 

みず（うわばみ草）、細たけ（たけのこ）、せんべい汁用のせんべいについて栄養成分分析を

完了した。また、アミノ酸分析に要する加水分解法（3 種類）および HPLC 分析の条件検討

を行い、アミノ酸分析法を確立した。 

 

Ⅴ．考察 

みず、姫竹、せんべい汁用のせんべいは、食品成分表に未掲載であるため、管理栄養士、栄養士

が独自の判断で、栄養成分が全体的に似通っていると予想される食品で置き換えて栄養価計算を

行っており、栄養価計算の際の誤差を生じる原因となっている。 

栄養成分分析の結果、姫竹はたけのこと類似した栄養成分を含んでいたが、みずはふきの約 100

倍のビタミン C を含んでいること、せんべい汁用のせんべいは栄養成分が類似する食品がなかっ

たことが明らかとなった。 

H27 年度は地域伝統食品の栄養成分分析を継続して行い、これらのデータは広く管理栄養士、栄

養士、地域住民に広報する。これらの活動を継続的に行うことで、栄養価計算の誤差を小さくす

るだけでなく、地域伝統食品の地産地消を促進できるよう継続して研究をすすめる。 
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